
建てる力で、人と社会を支える。私たちは増岡組です。
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守るべきものがある。

変わらない価値がある。

だからこそ私たちは、

変わり続ける。

1908（明治41）年。増岡組の前身、増岡商店が建設業を始めてから

115年あまり。建築と土木で人のくらしを豊かにする仕事に、私たちは

取り組み続けてきました。その間も、そしてこれからも、人のくらしや

社会は、常に変化してゆきます。

顕在化する地球規模の課題、進化を続けるテクノロジー、しかし時代が

どんなに変わっても、私たちが人を思う気持ちは変わりません。

歴史のなかで受け継がれてきた思いを次世代へとつなぎ、 新しい価値

を創造しながら時代を切り拓いてゆく。そのために増岡組は、磨き

上げてきた技術と重ねてきた信頼を、大切にしたいと考えています。

変わらないものを大切にするために変わり続け、これまでの歴史を大切

にするとともに、新たな挑戦や革新を積み重ね、建築と土木を通じて人

や社会を支えていく。

私たちは、そんな企業であり続けます。
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私たちは、建設工事を通じて、ひとびとの安全・安心・快適な暮らしの実現と、

社会基盤のレジリエンス向上に貢献します。

「レジリエンス」という言葉には、「適応能力」「柔軟性」「復元力」「回復力」「弾力」

そして「しなやかさ」「速やかに立ち直る力」といった意味があります。

私たちは、広くお客さまや世の中の期待と信頼に応え、

「社会基盤のレジリエンス向上」に資することができるよう、

自らの意識・思考・行動においても変化を先取りする、

「レジリエントでプロアクティブな組織」であり続けます。

「組」とはチーム力です。チームの力を保ち、さらに盤石なものとするためには、知恵を
出し合い問題を解決するための組織体制と、事業の永続性を担保する次世代育成
体制が不可欠です。「万物は流転する」という言葉のとおり、時代の変化を先取りした
組織改革・意識改革は、常に取り組むべき課題です。私たち増岡組はこれからも、
品質に誇りをもち、ひとりひとりが輝ける組織であり続けます。

代表取締役社長

ソーシャル・レジリエンス実現企業®として

～ 安全・安心・快適、そしてその先へ ～

「組」ということ

品質管理はもとより、安全性や生産性の向上を目指し、新たな技術や資材の研究に
取り組むことも、私たちにとって大切な視点です。ドローンを活用した3次元測量は、
国土交通省よりi-Construction大賞優秀賞を受賞しました。設計施工案件における
BIMの活用も、進んでいます。今後も、AIを活用した原価管理システムの開発など、
新たな技術の活用に積極的に取り組んでまいります。

しなやかに「付加価値」を創り社会を支える

ソーシャル・レジリエンス実現企業は増岡組の登録商標です。（登録第6916889号）
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空間と時間、
人と街が交差する。
そこが我々の仕事場です。

創業以来115年あまり、増岡組は多様な工事に携わって
きました。 創業地広島では、世界文化遺産嚴島神社の
保全工事を担当。伝統的手法で修復を行うなど、文化
遺産の保護に関わり続けています。増岡組は、広島で
培った経験と信頼、そして人とのつながりを大切に、
歴史を次世代へとつなぐ仕事を、今日も続けています。

空間
増岡組の

一世紀を超えて培った実績と信頼で
嚴島神社の修復を手掛ける。 

先進的取り組みで
レジリエントな街づくりを。

空間や環境は、建物ができてからも進化し続けます。
東京駅前のランドマーク鉃鋼ビルディングでは、わが国
で初めて、使用する電力の全てを再生可能エネルギー
由来へと切り替える取り組みを行いました。
また、病院・介護施設・大学などの建設では、バリア
フリーなど施設を使うさまざまな人の目線に立った
インクルーシブなデザイン提案により、付加価値を
高めています。
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工事監理力

技術
増岡組の

Technology

Engineering

Creat iv i ty

豊富な現場経験と 
最新テクノロジーの知見で、
新たな世界を拓く。 

最新テクノロジーを活用し、より早くより安全に施工する
現場技術力。時代を先取りした設計デザインを提案
する空間創造力。知見を最大限に活かし緻密に工事を
監理する工事監理力。
これら3つの力で、増岡組にしかできない工事を手掛け
ます。ドローンを活用した3次元測量で、工事の安全性と
品質の向上及び工期の短縮を実現し、i-Construction
大賞※優秀賞を受賞するなど、多くの工法と技術を保持。
3Dデータを用いた文化財の現状記録など、新しい
取り組みにも挑戦しています。

新たな技術開発のみならず、様々な既存工法を検討し、
最適な工法を選択する力も増岡組の強み。創意工夫
で、必要な技術工法を厳しく見極めています。俯瞰的な
視野を持ち、あらゆる情報や力を組み合わせて、常に
柔軟に、よりよい建設の在り方を追求しています。

さまざまな技術を見極め、
最適な建築・土木工事を実現する。

現場技術力

空間創造力

※ i-Construction大賞：建設現場の生産性向上を図る取り組み「i-Construction」において、
　優れた活動を行った企業を表彰するアワード。国土交通省主催。 

増岡組を支える３つの力 。
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人財
増岡組の

一世紀を超えて培った 
揺るぎない信頼。 
その誇りを胸に、はたらく。 

チームの力こそが増岡組の力。部門や上下関係を超えた
コミュニケーションは、増岡組の強みのひとつです。 
社長自ら足しげく現場に出向き、工事担当者と直接
意見交換するシーンも少なくありません。人材交流も
活発で、国内の現場で経験を積んだ人材がやがては
海外で活躍することも。強固なネットワークのもと、“人”
を尊重し、“個”の自己実現を後押しする空気や環境を、
増岡組はしっかりと整えています。

垣根を超えた対話で信頼を構築。 
ひとりひとりが輝く職場環境を整える。

増岡組が大切にしているのは、社員だけではありません。
広島をはじめとする全国の企業、お客様、そして協力
会社の方 と々の関係も、一世紀を超える歴史のなかで
紡いできました。そしていま増岡組は、広島から全国へ、
さらに世界へ。創業以来実践してきた経営と技術の
経験を活かして、これからも“人”とともに、レジリエントな
社会づくりに貢献します。

広島から全国へ、
歴史を力にして飛躍する。
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ひとりひとりが人生というドラマの主人公。

そのステージを創り、守るのが私たちの役目です。

人々がいきいきとくらし、働く街づくり。
増岡組の作品です。

広島ボールパークタウンの一角に建設された屋内練習場。
選手たちには質の高い練習に専念できる空間として、見学者
には臨場感を体験できる空間として。ふたつの視点で、感動
を巻き起こす原動力となる場を施工しました。 （2015年竣工）

広島東洋カープ屋内練習場

くらしを守る最前線

大屋大川砂防堰堤工事

感動の原動力を培う基地

近年、相次ぐ記録的豪雨により
頻発化、大規模化する土砂災害
の脅威に対し、ICTを駆使した
最新の砂防堰堤建設技術で
くらしを守っています。
（2020年竣工）
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地元広島で、世界シェアNo1を誇る
船舶用部品メーカーのグループ会社
工場を新設。生産ラインや機械配置
の自由度が高い無柱空間による、
効率的、かつ経済的な工場建設で、
世界と戦う日本のモノ作りをサポート
しています。
（2022年竣工）

株式会社マスヤ工業

世界規模のホテルチェーン
「ヒルトン」。6400m2の敷地
に420の客室、MICE開催も
可能な大会議場等、最先端の
ホテルの施工を通じ、広島の
魅力づくりに貢献しています。
（2022年竣工）

ホテルヒルトン広島

総合病院として、災害時も
診療機能を停止させないよう
免震構造を採用。地域医療
の中核を担う拠点となって
います。（2016年竣工）

医療法人社団哺育会
浅草病院

広島市中区大手町、誰もに親しまれた街の中心地に、
地上15階177戸の大規模マンションを建設。アーバン
ライフを予感させる作品です。 （2021年竣工）

ソシオ大手町 T-SQUARE

神楽や雅楽など祭事を行う、今に生きる信仰の場。一部を地中化することで、
圧迫感を減らしながら、檜造りの厳かな大空間を実現しました。（2021年竣工）

出雲大社広島分祠 神楽殿御造営・境内

古来からの祈りを伝える厳かな空間

しあわせを育む住処

世界水準のモノ作りを
根底で支える現場

広島を世界と繋ぐ
国際級ホテル

最新の設備で地域の
医療を支える拠点
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嚴島神社復旧工事の様子（1991）

増岡商店創設

増岡商店を改組  建設業を創業

鉃鋼ビル構想が打ち出される

株式会社増岡組に改組改名  呉本店開設

広島本店開設

第一鉃鋼ビル完成

第二鉃鋼ビル完成  東京支店開設

松山営業所開設

広島市民球場建設

大阪支店開設

東京に本社移転

創業80周年（グループ創設100周年）を迎える

国宝嚴島神社災害復旧工事

ISO9001（品質）認証取得

福山支店開設

国宝嚴島神社災害復旧工事

環境技術研究所（エコラボ）を呉市に開設

地域貢献活動（メダカ交流会）を開始

株式会社増岡マテリアルズ設立

創業100周年を迎える

ハノイ駐在員事務所を開設

ＡＤＯ INC. ベトナムハノイに事務所開設

ＴＭベトナム開発有限会社（ＴＭＶＤ）をベトナムハノイに開設

自社開発事業1号案件（クレイス月島キャナルフロント）完了

ベトナムハイズオン市にサービスアパートメント『ハイズオンガーデン』をオープン

広島市豪雨土砂災害  復旧及び対策工事

関東・東北豪雨災害対応

鉃鋼ビル再開発事業完了

株式会社ＡＤＯプランニング設立

浜田営業所開設

創業110周年記念事業として「キャンプ里地・里山」をマツダスタジアムにて開催

西日本豪雨  復旧及び対策工事

ISO14001（環境）認証取得  ISO45001（労働安全衛生）認証取得

国宝嚴島神社大鳥居  大規模修復工事

創業当時の増岡商店（1888） 旧鉃鋼ビル（1951）　 生まれ変わった鉃鋼ビル（2015）

1888（明治21）年　●

1908（明治41）年　●

1947（昭和22）年　●

1948（昭和23）年　●

1949（昭和24）年　●

1951（昭和26）年　●

1954（昭和29）年　●

1955（昭和30）年　●

1957（昭和32）年　●

1960（昭和35）年　●

1974（昭和49）年　●

1988（昭和63）年　●

1991（平成3）年　●

1999（平成11）年　●

2001（平成13）年　●

2004（平成16）年　●

2005（平成17）年　●

2006（平成18）年　●

2007（平成19）年　●

2008（平成20）年　●

　 ●

2010（平成22）年　●

2011（平成23）年　●

　 ●

2013（平成25）年　●

2014（平成26）年　●

2015（平成27）年　●

　 ●

2016（平成28）年　●

　 ●

2018（平成30）年　●

　 ●

2022（令和4）年　●

　 ●

増岡組の沿革

1880
1900
1940

1950

1960
1970
1980
1990

2000

2010

2020

建設当時の広島市民球場（1957）

メダカ交流会（2006）

ハイズオンガーデン（2013）

広島市豪雨土砂災害復旧工事（2014）

嚴島神社大鳥居 修復後（2022）
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私たちは持続可能な開発目標（SDGs）を推進しています

すべての人々にとってよりよく、持続可能な未来を築くための開発目標
SDGs。多くの資源を活用し、人々が快適に暮らす空間を創造する私たちは、
ソーシャル・レジリエンス実現企業®として、率先してSDGsに取り組みます。

ソーシャル・レジリエンス実現企業は増岡組の登録商標です。（登録第6916889号）



本　　社

呉  本  店

広島本店

東京支店

大阪支店

〒100-0005  東京都千代田区丸の内1-8-2（鉃鋼ビル）　03(6206)3451(代)

〒737-0051  広島県呉市中央1-6-28　0823(21)1441(代)

〒730-0045  広島県広島市中区鶴見町4-25（増栄ビル）　082(504)5050(代)

〒101-0044  東京都千代田区鍛冶町1-5-7（江原ビル）　03(5294)8580(代)

〒541-0041  大阪府大阪市中央区北浜2-1-26（北浜松岡ビル）　06(6202)3264(代)

https://www.masuoka-g.co.jp/

株式会社 増岡組

SOCIAL RESILIENCE COMPANY は増岡組の商標登録です。（登録第6916888号）
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